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炭酸アパタイト人工骨は、骨リモデリングによっ
て骨髄を備える骨に置換される。一方、骨髄は幹細
胞の要であり、造血幹細胞、間葉系幹細胞を含む。
骨髄を破壊するとラットは死亡するが、骨髄を備

える炭酸アパタイト人工骨を皮下埋植すると生存し、免疫細胞が完全に復活することを
報告した。

骨髄には軟骨細胞に分化する間葉系幹細胞も存在すること、軟骨損傷は軟骨部
位のみの損傷ではなく骨軟骨ユニットの損傷であると考えるべきであることか
ら、自家骨軟骨柱移植術の代替えとして炭酸アパタイト人工骨を用いた動物実験
を行ったところ、術後４週目から硝子軟骨が形成されること、術後１２週目には炭
酸アパタイト人工骨が新しい骨に置換されることがわかった。


	スライド番号 1



